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夏季 にお ける AMeDAS の 気 温観測値の 空 間代表性 に 関す る観測的研究
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噬

　 AMeDAS デ
ータ は リア ル タイム （気象災害の 防止 ・

軽

減），気候 （過 去の 気候の 長期 間解析 ），シ ミ ュ レーシ ョ ン

（モ デル の 初期値作成や 結果 の 検証 ）な どの 分 野 で 活用 さ

れ てい る．近年 ，温 暖化 ，都 市化 ，極 端 現 象 （2007 年 8

月 に 熊谷・多治見 にお い て 観測史上 最高の 40．9℃ を記録）

に よ り，
”
公 式の 気 温

”
に関 心 が 高ま っ て い る，しか し，観

測誤差
一
般の 研究は 盛ん に行 われ て い るが，観測デ

ー
タそ

の も の が 持ち得 る 空 間 代表 性 に着 目 し た観測 的研 究 は少

な い ，観測 データの 持 っ 意 味 を踏ま えた 議論は 重 要で あ る

と考えられ る．

　 そ こ で 本研 究 で は，AMeDAS 観測 値は 空 間代表 値 と し

て どの よ うな性質をもつ の か を明らか にす る ため に，上地

利 用 の 異 なっ た 2 ヶ 所 の AMeDAS 地点 の 気 温 観測 値 と，

観測点近 傍に お け る多点観測 ・移 動観 測 に よ り得 られ た気

温 との 比 較 を行 っ た．

2．手法

　対 象 AMeDAS 地 点 は ，約 100m 四 方の 露 揚 を有 し周 囲

に人 工 物 の 少 な い 「っ くば 」 と，狭 い 露 場 の 周 囲に ア ス フ

ァ ル ト等 の 人 工 物 が 多い 「館林 」の 2 地 点 を選 定 した．館

林 で は 夏季 に は 日本 で も上 位 に 順位付け られ る最高気 温

を観測 す る こ と も多い ，

　観測 は 夏季晴天 目を対 象 と し
，

っ くばに お い て は 2008

年 8 月 4，8，15，22fi，9月 12 日に，館林にお い て は 8

月 3，7 日，9 月 8，9 日の 14〜15 時を中心 に実施 した．

　 自作 強 制 通 風 式 気 温 計 （作 成 方 法 ・精 度 は 本 大 会 別 講 演

に て 発表予 定 ） を，AMeDAS 測器周 辺 2〜14m の 位置に

6〜9 基 設 置 し て 定 点 観 測 （観 測 高 度 1．5m ） を実 施 し た ．

ま た，周 辺 約 200m の 移 動観 測 （観 測 高度 1、5m ，15cm ）

も合 わせ て 実施 し，周辺 の 気温分布 を調査 し た．サ ン プ リ

ン グ間 隔 は 1 秒 で あ る．館林 の AMeDAS1 分 値 を 入 手 す

る こ とが で きな か っ た の で ，AMeDAS 測器 周 辺 5m 以内

の 5 固定観 測 点 （基 準 5 地 点） の 平 均 値 を比 較 に 使 用 し

た．なお ，AMeDAS 観測値 と基 準 5 地 点平均値 と決定係

数 はつ くばで 0．999，館林で 0．997で あ っ た．

墨

　移動観測の 実施 に要 した 約 30 分間を対象 に，AMeDAS

の 時定数を考慮 した前 1分 平均値を求め，AMeDAS 近 傍

の 各固 定点，お よ び，移 動観 測 値 の 基 準 5地 点 か らの 偏 差

を 比 較 し た ．そ の 結果，最高気 温 起 時 付 近 で あ る 14 時 に

お い て，館 林 で は AMeDAS ご く近 傍 で あ っ て も周 辺 約

200m で あ っ て も，標準偏差 がつ くば と比 較 して や や 大 き

くなる が，両 地点共 に 最も高頻度 で 観測され る気温 とほ ぼ

一
致 す る こ とが 明 らか とな っ た．また，平均化時間 を長く

す る と，両地点共に 〔特に館林 に お い て）標 準偏差が 小 さ

くな る，す な わ ち，空 間代表性 が 高 くな る傾向が 明 らか と

な っ た ．こ の 傾向は 日中に 特 に 顕著で あ るが ，夜 間 は両 地

点 共 に前 1 分平 均 値 で も標準偏差 は 小 さく空 間代表性 は

高 い．

蠶

　今 回 の 解析 で は，AMeDAS 周 辺約 200m の 気 温 を算出

す る の に 移動観測に よ り得 られた 気温を使用 し た．しか し
，

これ に は 空 間変 動成分 だ け で は な く時間変動成分 も含む

た め，固定点観測で 求め た 場合の 気温 の 違 い を調査す る こ

とが課 題 で あ る，ま た，館林で は観 測 日の AMeDAS の 1

分値 が入 手 不 可 能 で あ っ た た め ，AMeDAS 観測値で は な

く，ご く近 傍 の 自作測器 で の 観 測値 を使用 し た こ とも課題

で ある．

　そ こ で ，今夏 は AMeDAS 周 辺約 200m の 固定 点観測 を

実施 し，AMeDAS1 分値 と比 較予 定で ある．
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図 1 ：14 時に お ける AMeDAS か ら2m 西に設置 し た固 定

点，お よび，移動観測値の 基準 5地点 か らの 偏差 の PDF ．

［左 上 （左 下 ）］は つ く ば （館林〉の 前 1 分 平 均値，［右 上 （右

下 ）］は っ くば （館林） の 前 5 分 平 均値 ．各観 測 日の 平 均

を示 す．（灰色 ：AMeDAS 近傍，黒色 ：周辺 約 200m ）．
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